
岐阜県教育委員会 義務教育課

令和６年度「指導と評価の一体化」による学習評価の充実・推進事業 実践報告

自己調整力や自己評価力を育成する
ためにはどうすればいいの？
☞ポイント④へ ！

評価活動でICTをどのように活用
するといいの？
☞ポイント②へ ！

主体的に学習に取り組む態度を評価
するときに大切なことは？
☞ポイント③へ ！

「指導と評価の一体化」を実現
～リーディング・スクールの実践から～

「指導と評価の一体化」とはどういうこと？
☞ポイント①へ ！

本資料で紹介しているリーディング・スクールの実践は、一部
です。実践の内容が詳しく分かるこちらの資料もぜひ参考にし
てください！

明日から役立つ授業改善のヒント

指導と評価で学びが変わる！！

【URL】https://www.gifu-net.ed.jp/tmd/kensyu/kenshu/2024youkou/g102030



 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「指導と評価の一体化」とはどういうこと？ 

 

①  

 

ポイント  

 

①  

 

②  

 

ポイント  

 

目標の実現のために、指導した結果を評価し、評価した結果を指導に生かす 

教師は、授業の中で、児童生徒の学

習状況を見取り、その場ですぐに指導・

支援するなど、即時的にフィードバック

することが大切です。ここでの評価は、

ゴールではなく、次の指導へのスタート

台であると言えます。 

 

学習指導要領を踏まえ、単元の目標

を明確にし、その実現に向けて、「指導

と評価の計画」を作成します。それを基

に、指導した結果を評価し、評価した結

果を指導に生かす営みこそが「指導と

評価の一体化」です。 

教師は、授業の中で、児童生徒の学

習状況を見取り、その場ですぐに指導・

支援するなど、即時的にフィードバック

することが大切です。ここでの評価は、

ゴールではなく、次の指導へのスタート

台であると言えます。 

 

【目標と指導と評価の関連性】 

評価活動で ICTをどのように活用するといいの？ 

画面収録で思考・判断・表現を「見える化」する （関ケ原町立関ケ原小学校） 

関ケ原町立関ケ原小学校では、具体的な

児童の姿をイメージしながら終末からの授業

設計を大切にし、ＩＣＴを活用した「思考・判

断・表現」の評価の在り方に重点を置いて実

践しました。 

算数科の実践では、評価問題において「９＋

２」の計算の仕方をブロック操作とつないで説

明できているかを見取るために、タブレット端

末の画面収録機能を活用しました。これによ

り、本時の目指す姿が表出される評価活動と

なりました。 

写真や振り返りをデータ化して「見える化」する （可児市立西可児中学校） 

可児市立西可児中学校では、妥当性・信頼性

のある評価にするために、指導と評価の計画や実

際の学習活動において、生徒や教師の立場から

「見える化」するとよい観点を整理しながら評価活

動の工夫を行いました。 

保健体育科の実践では、学びの自覚を促すこ

とができるよう、自己の変容（思考の変容）をＩＣＴ

を活用して、「見える化」しました。左図のＹチャー

トは、「チームのよさ」「チームの課題」「仲間のよ

さ」の３観点から毎時間の振り返りを蓄積したも

のです。これにより、自己の高まりや仲間の成長を

実感することへつなげました。 

 

＜画面収録＞ 
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主体的に学習に取り組む態度を評価するときに大切なことは？ 

 

生徒の主体性が発揮できる単元を構想する （美濃市立美濃中学校） 

美濃市立美濃中学校では、「主体性を評

価するならば、生徒の主体性が発揮できる

授業になっているか？」と問いただしながら、

実践を積んできました。 

数学科の実践では、単元前半の比例の学

習を「関数の考え方や学び方を指導する時

間」、単元後半の反比例の学習を「比例の

学習を参考にして自分で学習を調整して学

びを進める時間」とし、単位時間の役割を明

確にし、単元を構想しました。このように、既

習の学びを意図的に活用できるようにするこ

とで、生徒は目的意識をもって主体的に学習

に取り組むことができました。 

学び方の習得につながる「めあて」と「振り返り」を位置付ける （中津川市立南小学校） 

中津川市立南小学校では、「自らの学び

方を自己調整するための手立て」を明確に

した授業づくりに取り組みました。 

国語科の実践では、単元を貫く課題を追

究するために、自分はどんな学び方をして

いくのか、児童一人一人が「マイなびめあ

て」を設定しました。左図は、児童が記入し

た「マイなび振り返りシート」です。単元の途

中で「マイなびめあて」を更新した際には、

色を変え、自分の成長を視覚的に捉えられ

るようにしました。単元を通して、めあてに沿

って学び方を振り返り、次の学びにつなげる

ことが、主体的に学び続ける姿を生み出し

ました。 

学習活動に即して多様な評価方法を工夫する （岐阜市立加納中学校） 

岐阜市立加納中学校では、「主体的に学習

に取り組む 度」の評価が、振り返りの記述の

みに偏らないよう、多様な評価方法を工夫して

います。 

英語科の実践では、思考ツールによる変容

の可視化や、録音によるパフォーマンス評価を

取り入れ、「ALT の家族に、岐阜市のおすすめ

レストランを伝える」活動を設定しました。教師

は、右図のように生徒が中間交流後に赤色で

書き加えた内容や、授業の導入と終末で録音

した生徒の発表から、主体的によりよいコミュ

ニケーションを図ろうとしているか見取ることが

できるようにしました。 

③  

 

ポイント  

 

＜比例 学 ＞ 

＜反比例 学 ＞ 

「自己の成長」を可視化 

     

      
      

       

                   
    

     
   

     

     
   

       

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「令和６年度 指導と   一体化 実践発表会」 オンデマンド 信 お知らせ 
 

令和７年２月７日（金）にオンラインで開催した「令和６年度 指導と評価の一体化 実践発表会」にお
いて、リーディング・スクールが実践の成果や課題を発表しました。当日の様子をオンデマンド配信して
いますので、ぜひ視聴してください。 
 
【ＵＲＬ】https://gon.webex.com/gon/ldr.php?RCID=44e3f5376d1fbb529ac8d94457f7f1b9 

【ＰＷ】  j2RycaeBD45 
 
※校内研修以外での二次利用やＳＮＳへのアップ等は、個人情報保護の観点から厳に慎んでください。 

 

 

 

 

自己調整力や自己評価力を育成するためにはどうすればいいの？ 

 

令和６年度 リーディング・スクール 

 

                   

                                     

                                     

                                     

【小学校】 
岐阜市立加納小学校、関ケ原町立関ケ原小学校、中津川市立南小学校 

【中学校】 
岐阜市立加納中学校、美濃市立美濃中学校、可児市立西可児中学校、高山市立日枝中学校 

  

令和７年３月 発行 

岐阜県教育委員会 義務教育  

 

令和５～７年度 「指導と評価の一体化」による学習評価の充実・推進事業 

 

④  

 

ポイント  

 
課題解決に向けて追究の視点や方法を選択できるようにする 

高山市立日枝中学校では、驚き、迷い、矛盾、疑いを生

み出す導入から、探究につながる課題を設定し、生徒が

自己調整する必然を生み出すことを大切にしています。 

数学科の実践では、右図のように個人追究、ペア交

流・グループ交流、全体交流、問題演習の時間の区切り

を無くし、大きなまとまりの時間として「探究の場」を設定

し、追究する視点や方法を選択できるようにしました。探

究の場では、教師から「はてな？」「わかった！」「というこ

とは！？」の３つの思考段階を提示し、それぞれの段階で

生徒は自己評価と自己調整を繰り返しながら課題解決

に取り組むことができました。 

（高山市立日枝中学校） 

岐阜市立加納小学校では、児童が自己調整す

る過程を表出・記録できるワークシートを工夫して

います。 

国語科の実践では、左図のように板書の写真を

児童のタブレット端末上に送り、はしご車の「しご

と」に合うと思う「つくり」について、「さいしょ」の欄

に初めの自分の考えとして印を け、次に「なか

ま」の欄に仲間の考えとして印を けました。さら

に、「さいご」の欄に最終的な考えとして印を ける

ことで、視覚的に自分の考えの変容を捉えやすくし

ました。終末では、タブレット端末に振り返りを録音

し、見取ることで、評価の妥当性を高めました。 

（岐阜市立加納小学校） 
                         学           

実 ～ 年生    「 どうし    」～

          
           

                  
                 
                 
                 
                
         

       

           
          
          
     

（追究の視点や方法の選択） 
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